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9月13日・16日
20日・21日・26日・27日
10月6日

 9月28日
10月 3日・4日・5日 12日

開会　会期の決定
議席の指定
市長所信表明
陳情の常任委員会付託
議案内容説明・報告
議案の総括質疑
議案の常任委員会付託

議案及び陳情の審査
予算決算議案の審査

市政一般質問 委員会審査報告及び採決
議員提出議案審議
閉会

平成28年第３回（９月）定例会＜会期日程＞

常任委員会

平成２８年第３回（９月）定例会　審議結果
議案等
番号 議　案　等　の　名　称 議案等

番号 議　案　等　の　名　称 

70 富士見市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 85 平成２７年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計歳入歳出
決算認定について

71 富士見市税条例の一部を改正する条例の制定について 87 平成２７年度富士見市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

72 富士見市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 89 富士見市土地開発公社の解散について

73 富士見市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 報告6 平成２７年度富士見市土地開発公社決算について

75 平成２８年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 報告7 平成２７年度公益財団法人キラリ財団決算について

76 平成２８年度富士見市介護保険特別会計補正予算（第１号） 陳情10 採択された請願・陳情のその後の処理状況のウェブ公表を求める陳情

77 平成２８年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号） 議 9 次期介護保険制度改正における福祉用具および住宅改修の見直しを求める意見書

の提出について

78 平成２８年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号） 議10 地方議会議員の選挙期間中のビラの配布を可能とする公職選挙法改正を求める意

見書の提出について

79 平成２８年度富士見市公共用地先行取得事業特別会計予算 議11 バングラデシュ・ダッカにおけるテロ事件に関する議決について

83 平成２７年度富士見市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 議12 砂川堀雨水幹線の抜本的な治水対策を求める意見書の提出について

84 平成２７年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計歳入歳出
決算認定について 議13 富士見市災害見舞金支給条例の見直しに関する決議について

議
案
等
番
号

議　案　等　の　名　称 

審
議
結
果

21・未来クラブ 草の根 公明党 日本共産党 ネ 絆
田
中
　
栄
志

斉
藤
　
隆
浩

吉
田
　
和
江

上
杉
　
考
哉

関
野
兼
太
郎

尾
崎
　
孝
好

今
成
　
優
太

勝
山
　
　
祥

伊
勢
田
幸
正

八
子
　
朋
弘

加
賀
奈
々
恵

津
波
　
信
子

深
瀬
　
優
子

加
藤
　
　
清

篠
田
　
　
剛

大
谷
　
順
子

寺
田
　
　
玲

小
川
　
　
匠

川
畑
　
勝
弘

加
藤
久
美
子

根
岸
　
　
操

74 平成２８年度富士見市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

80 平成２７年度富士見市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

81 平成２７年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

82 平成２７年度富士見市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

86 平成２７年度富士見市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

88 専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度富士見市国民健康保険特別会
計（事業勘定）補正予算（第１号）） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

陳情9 富士見市非核平和都市宣言の検証・見直しを求める陳情 不採択 × × × × × × × × × × × 議
長 × × × × × × × × ×

陳情11 各種団体からの市当局への要望書・市の回答等のウェブ公開を求める陳情 不採択 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 × × × × × × × × ×

陳情12 勝瀬原特定土地区画整理組合が提起した平成２０年土地明渡等請求訴訟への市職
員の関与の有無について調査を求める陳情 不採択 × × × × × × × × × × × 議

長 × × × × × × × × ×

議14 沖縄高江におけるオスプレイヘリパッド建設の中止を求める意見書の提出について 否　決 × × × × × × × × × × ○ 議
長 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議15 安保法案の発動を中止することに関する意見書の提出について 否　決 × × × × × × × × × × × 議
長 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

全
会
一
致
可
決
の
議
案
等

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
等

※表中、会派の「ネ」は富士見市民ネットワーク、「絆」は市民の絆を省略し表記しています。　※表中、議案等番号の「議」は議員提出議案です。

※「報告」については採決の対象ではありません。

市議会議員の年賀状・暑中見舞状・祝金等寄附行為は、法律で禁止されております。皆様のご理解をお願いします。

○賛成　×反対

「晩秋」　水谷東小学校裏　撮影者　内田 邦博氏（関沢在住）

　

平
成
28
年
第
3
回
（
9
月
）
定

例
会
が
、
9
月
13
日
か
ら
10
月
12

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度

の
一
般
会
計
決
算
議
案
、
国
民
健

康
保
険
を
は
じ
め
と
し
た
5
つ
の

特
別
会
計
決
算
議
案
と
、
水
道
・

下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
決
算
議

案
に
つ
い
て
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
の
3
つ
の
分
科
会
で
審
査
し

ま
し
た
。

　

決
算
議
案
以
外
で
は
、
特
別
会

計
条
例
及
び
税
条
例
の
一
部
改
正
、

土
地
開
発
公
社
の
解
散
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

全
部
で
12
件
の
案
件
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
先
の

決
算
議
案
を
含
め
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
・
認
定
、
承
認
し

ま
し
た
。

　

9
月
28
日
か
ら
10
月
5
日
ま
で

行
わ
れ
た
市
政
一
般
質
問
に
は
19

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
4
件
の

陳
情
に
つ
い
て
は
1
件
を
採
択
し

ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
7
件
に
つ
い
て

は
、
「
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正

に
お
け
る
福
祉
用
具
及
び
住
宅
改

修
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
地
方
議
会
議
員
の
選
挙
期
間
中

の
ビ
ラ
の
配
布
を
可
能
と
す
る
公

職
選
挙
法
改
正
を
求
め
る
意
見

書
」、「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ

カ
に
お
け
る
テ
ロ
事
件
に
関
す
る

決
議
」「
砂
川
堀
雨
水
幹
線
の
抜

本
的
な
治
水
対
策
を
求
め
る
意
見

書
」、「
富
士
見
市
災
害
見
舞
金
支

給
条
例
の
見
直
し
に
関
す
る
決

議
」
の
5
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
2
件
を
否
決
と
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
決
算
審
査
行
わ
れ
る



市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く
り

吉
田　

和
江
（
21
・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

問　

国
道
254
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に

企
業
誘
致
を
掲
げ
た
根
拠
は
。

答　

交
通
利
便
性
の
観
点
か
ら
企

業
立
地
の
優
位
性
を
認
識
し
て
い

る
。
一
部
、
ほ
場
整
備
も
さ
れ
て

お
り
、
農
業
環
境
に
配
慮
し
た
土

地
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

多
面
的
な
視
野
に
立
ち
研
究
し
て

い
く
。

問　

実
現
の
目
途
は
。

答　

国
・
県
な
ど
関
係
機
関
と
の

調
整
・
協
議
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
詳
細
な
時
期
の
答
弁
は
控
え

る
が
、
早
期
の
事
業
実
現
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
。

問　

課
題
が
あ
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
の
構
想
は
。

答　

関
係
部
局
と
す
り
合
わ
せ
中

の
状
況
。
平
成
29
年
度
予
算
に
打

ち
込
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　

シ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
の
更
な
る
開

発
に
つ
い
て
。

答　

未
整
備
の
バ
イ
パ
ス
東
側
は
、

既
存
の
集
落
や
豊
か
な
自
然
環
境

も
残
さ
れ
て
い
る
。
住
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
、
賑
わ
い
と
雇
用
の

創
出
に
繋
が
る
土
地
利
用
の
検
討

を
進
め
て
行
く
。

斉
藤　

隆
浩
（
21
・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
市
長
提
言
「
ふ
じ
み
☆
ビ
ジ
ョ

ン
21
＋
」
に
つ
い
て

問　

提
言
の
ひ
と
つ
、
市
役
所
元

気
宣
言
「
創
改
感
」
の
具
体
策
は
。

答　

職
員
の
英
知
を
結
束
し
縦
割

り
で
な
い
横
の
繋
が
り
を
意
識
し

創
意
工
夫
を
す
る
。
行
財
政
改
革

に
は
「
稼
ぐ
力
」
も
必
要
で
あ
る
。

常
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
市
民

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　

元
気
な
市
役
所
と
は
。

答　

元
気
な
職
員
が
活
躍
し
、
自

由
闊
達
な
議
論
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
し
、
市
長
自
ら
支
え
る
。

②
安
心
安
全
に
つ
い
て

問　

台
風
9
号
被
害
で
の
山
室
勝

瀬
地
区
の
検
証
は
。

答　

改
善
す
べ
き
複
数
の
課
題
も

出
た
と
認
識
し
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
着
手
も
考
え
る
。
砂

川
掘
雨
水
幹
線
の
越
水
等
も
あ
り

関
係
市
町
と
も
連
携
を
図
り
、
県

に
対
し
必
要
な
対
策
の
早
期
実
現

を
働
き
か
け
る
。

③
市
民
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

問　

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成
29
年
5
月
の
再
開
を
目

指
し
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
検
討

中
で
あ
り
、
再
開
前
に
利
用
方
法

も
含
め
市
民
に
周
知
す
る
。

心
ふ
れ
あ
う
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

関
野　

兼
太
郎（
21・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
「
ふ
じ
み
☆
ビ
ジ
ョ
ン
21
＋
」

の
具
現
化
に
つ
い
て

問　

水
谷
柳
瀬
川
地
区
に
教
育
機

関
誘
致
と
あ
る
が
、
具
現
化
は
。

答　

教
育
機
関
や
産
業
系
を
中
心

と
し
た
土
地
利
用
を
基
本
的
整
備

方
針
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

事
業
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
内
商
業
の
活
性
化
に
向
け

た
支
援
の
在
り
方
は
。

答　

第
2
次
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
強
い
個
店
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
「
産
業
振
興
基
金
」
の
設

置
の
検
討
な
ど
、
更
な
る
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

②
災
害
に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問　

台
風
9
号
の
対
応
へ
の
課
題

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

事
前
準
備
、
情
報
の
収
集
発

信
な
ど
多
様
な
課
題
を
認
識
し
た
。

問　

情
報
発
信
の
一
手
段
と
し
て
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
利
用
は
。

答　

今
回
は
活
用
し
て
い
な
い
。

問　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

を
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

市
民
に
提
供
し
た
ら
い
か
が
か
。

答　

検
討
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

田
中　

栄
志（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

①
市
長
の
政
策
方
針
に
つ
い
て

問　

市
の
未
来
を
一
緒
に
つ
く
る

た
め
に
市
民
に
求
め
る
こ
と
は
。

答　

自
治
基
本
条
例
の
理
念
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
ま
ち
に
関
心
や
愛
着
を
持

っ
て
頂
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒

に
考
え
て
頂
き
た
い
。

②
平
成
29
年
度
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て

問　

市
長
の
政
策
方
針
は
ど
の
よ

う
に
反
映
す
る
の
か
。

答　
「
ふ
じ
み
☆
ビ
ジ
ョ
ン
21
＋
」

に
基
づ
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

第
5
次
基
本
構
想
後
期
基
本
計
画

に
反
映
し
、
予
算
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

③
旧
暫
定
逆
線
引
き
地
区
（
諏
訪

地
区
、
水
子
地
区
）
市
街
化
区
域

編
入
後
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

問　

今
後
の
具
体
策
は
。

答　

今
後
も
地
区
計
画
の
適
正
な

運
用
と
と
も
に
、
地
権
者
の
意
向

を
確
認
し
な
が
ら
、
小
規
模
土
地

区
画
整
理
事
業
の
誘
導
、
道
路
、

下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
整
備
等

に
、
所
管
課
と
事
業
間
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
谷　

順
子
（
日
本
共
産
党
）

①
新
市
長
の
市
政
運
営
方
針
は

問　

住
民
生
活
の
維
持
と
向
上
、

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
市
民

の
負
担
増
を
く
い
と
め
る
方
針
を
。

答　

市
民
に
各
々
事
情
は
あ
ろ
う

が
公
正
公
平
で
適
正
な
負
担
を
お

願
い
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　

企
業
誘
致
の
た
め
、
固
定
資

産
税
の
軽
減
免
除
や
水
道
加
入
金�

・
料
金
助
成
等
す
る
べ
き
と
の
市

議
時
代
の
考
え
は
今
も
同
じ
か
。

答　

変
わ
ら
な
い
。

問　

住
民
生
活
を
困
難
に
し
て
い

る
税
や
保
険
料
負
担
は
減
ら
さ
ず
、

居
住
も
納
税
も
し
て
い
な
い
他
所

か
ら
の
企
業
を
、
税
免
除
条
件
で

誘
致
す
る
の
は
憲
法
や
地
方
自
治

法
に
照
ら
し
て
お
か
し
い
の
で
は
。

答　

企
業
が
雇
用
を
増
や
し
、
市

民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
も
あ
る
。

②
唐
沢
堀
の
水
害
対
策
を

問　

台
風
9
号
に
よ
る
唐
沢
堀
の

急
な
増
水
の
被
害
は
。

答　

住
宅
へ
の
浸
水
は
床
上
6
軒�

・
床
下
10
軒
の
合
計
16
軒
。

問　

急
な
増
水
を
防
ぐ
た
め
、
上

流
の
三
芳
町
と
改
善
策
の
協
議
を
。

答　

三
芳
町
に
雨
水
の
流
出
抑
制

を
引
き
続
き
要
請
す
る
。

問　

畑
地
に
面
し
た
護
岸
に
柵
を
。

答　

関
係
者
と
調
整
し
設
置
努
力
。

小
川　

匠
（
日
本
共
産
党
）

①
安
心
で
き
る
介
護
を

問　

来
年
4
月
か
ら
要
支
援
1
、

2
の
訪
問
・
通
所
介
護
が
介
護
保

険
か
ら
外
れ
る
が
何
が
変
わ
る
か
。

答　

介
護
保
険
の
予
防
給
付
費
か

ら
地
域
支
援
事
業
費
の
給
付
に
移

行
す
る
。

問　

制
度
が
変
わ
っ
て
も
利
用
者

に
は
従
来
通
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
保
障
さ
れ
る
の
か
。

答　

現
在
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
基
準

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
基
準

は
二
つ
設
け
る
予
定
。
国
基
準
で

は
従
来
通
り
の
基
準
で
現
行
水
準

が
保
た
れ
、
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
人
の
利
用
を
想
定
。

緩
和
さ
れ
る
基
準
で
は
、
人
員
等

の
基
準
を
緩
和
し
て
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
や
新
た
な
担
い
手

の
創
設
に
つ
な
げ
た
い
が
、
手
を

挙
げ
る
事
業
所
が
少
な
い
の
で
は

と
危
惧
し
て
い
る
。
な
お
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

事
業
所
が
手
を
挙
げ
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

答　

経
営
の
問
題
か
と
思
わ
れ
る
。

基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
で
介
護
報

酬
は
下
が
る
。
そ
れ
が
経
営
ベ
ー

ス
に
乗
る
か
ど
う
か
事
業
者
も
悩

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

川
畑　

勝
弘
（
日
本
共
産
党
）

①
台
風
９
号
に
つ
い
て

問　

砂
川
堀
氾
濫
の
検
証
は
。

答　

上
流
域
の
所
沢
で
猛
烈
な
雨

が
続
い
た
こ
と
で
砂
川
堀
の
水
位

が
上
昇
し
越
水
し
た
。
現
在
、
県

に
対
し
検
証
を
要
請
し
て
い
る
。

問　

新
河
岸
川
へ
の
放
流
量
が
毎

秒
44
㎥
と
規
定
が
あ
っ
た
が
昨
年

1
月
に
毎
秒
65
㎥
に
変
更
し
た
。

埼
玉
県
と
連
携
し
「
河
川
・
下
水

道
事
業
調
整
協
議
会
」
を
設
置
し
、

今
後
、
水
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

方
策
を
。

答　

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
の
建
設

時
に
、
市
・
住
民
と
雨
水
対
策
に

つ
い
て
協
議
し
、
「
県
基
準
の
約

1.3
倍
の
貯
水
機
能
を
持
ち
、
水
害

を
抑
制
す
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
隣
接
の
住
宅
地
は
床
上
浸
水

し
た
。
雨
水
貯
留
施
設
は
ど
の
様

な
状
況
だ
っ
た
か
。

答　

ら
ら
ぽ
ー
と
に
は
、
3
つ
の

雨
水
貯
留
施
設
が
あ
り
2
つ
は
異

常
高
水
位
・
図
川
排
水
区
の
貯
留

施
設
は
7
時
間
に
わ
た
り
機
能
し

た
が
満
水
の
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

問　

富
士
見
市
災
害
見
舞
金
は
2

万
円
で
、
単
身
世
帯
は
半
分
の
1

万
円
に
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
を
。

答　

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

市政一般質問
　９月２８日・１０月３日・４日・５日の４日間にわ
たり１９人の議員が、市民生活に関わる諸問題をはじ
め、富士見市の将来を見据えた課題や施策等市政一般
について、市長・教育長等の考えをただしました。
　ここでは、定められたスペースで質問者が執筆した
原稿を掲載しました。

市民生活・防災などで活発な発言市民生活・防災などで活発な発言市民生活・防災などで活発な発言

寺
田　

玲
（
日
本
共
産
党
）

①
学
校
図
書
館
の
充
実
を

問　

学
校
図
書
館
に
資
格
を
持
っ

た
司
書
の
配
置
と
、
読
書
推
進
支

援
員
の
日
数
の
拡
大
を
。

答　

資
格
者
の
配
置
は
有
意
義
と

は
思
う
が
、
確
保
が
難
し
い
た
め
、

今
後
も
専
門
性
の
高
い
推
進
員
配

置
に
努
め
て
い
く
。

②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　

ニ
ー
ズ
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

対
象
世
帯
と
回
収
状
況
は
。

答　

何
ら
か
の
公
的
支
援
を
受
け

て
い
る
1614
世
帯
・
回
収
率
50.6
％
、

一
般
1495
世
帯
・
回
収
率
59.4
％
で
あ

る
。

　
　

篠
田　

剛
（
公
明
党
）

①
台
風
被
害
や
対
策
に
つ
い
て

問　

市
民
に
説
明
会
を
す
る
こ
と

の
見
解
に
つ
い
て
。

答　

被
害
の
大
き
か
っ
た
山
室
地

域
に
お
い
て
、
町
会
等
を
通
じ
て

庁
内
関
係
部
署
と
連
携
し
、
懇
談

の
機
会
を
設
け
る
。

問　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

答　

埼
玉
県
に
対
し
、
新
河
岸
川

へ
の
吐
口
の
改
修
や
堤
防
の
嵩
上

げ
、
治
水
安
全
度
の
向
上
対
策
の

実
地
に
つ
い
て
、
流
域
関
係
5
市

1
町
が
連
携
し
要
望
し
て
い
く
。

②
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク
や
ホ
ー
ム
ド
ア
に
つ
い
て

問　

大
学
・
高
校
入
学
金
の
貸
付

け
や
給
付
制
奨
学
金
を
実
施
す
べ

き
。
検
討
は
。

答　

現
在
の
利
子
補
給
制
度
の
拡

大
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

③
す
こ
や
か
支
援
員
の
増
員
と
時

間
の
拡
大
を

問　

各
学
校
か
ら
出
さ
れ
た
支
援

員
希
望
数
の
合
計
は
何
人
か
。

答　

48
人
。

問　

現
在
40
人
で
8
人
不
足
。
配

置
が
少
な
い
学
校
か
ら
、
困
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
状
況
に
応

じ
て
緊
急
に
配
置
を
。

答　

転
入
の
場
合
は
検
討
す
る
。

問　

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

計
画
的
に
視
覚
障
が
い
者
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
や
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ

ー
ン
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
に
つ
い
て
は

東
武
東
上
線
改
善
対
策
協
議
会
を

通
じ
、
市
内
3
駅
へ
の
設
置
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
く
。

③
水
谷
・
柳
瀬
川
地
区
周
辺
の
土

地
活
用
推
進
に
つ
い
て

問　

教
育
機
関
や
企
業
等
の
誘
致

に
つ
い
て
。

答　

平
成
26
年
度
よ
り
第
一
段
階

の
整
備
と
し
て
「
教
育
機
関
の
誘

致
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
区
域
地

権
者
の
賛
成
を
頂
い
て
い
る
。

治
水
対
策
が
求
め
ら
れ
る

砂
川
堀（
平
常
時
に
撮
影
）

▪議会を傍聴しませんか▪
（９月定例会の傍聴者数は212人でした）
　富士見市議会では、本会議及び委員会が公開となっ
ています。市民の皆さんの代表である議員の活動や審
議の状況を直接傍聴してみませんか。議会事務局で住
所・氏名を記入し、傍聴券を受け取り傍聴席に入るこ
とができます。開会前にご申請頂けば、議会の撮影も
可能です。
　また、手話通訳を希望する場合には、早目に事務局
へお知らせください。なお、ご希望の日に対応できな
い場合もありますので、あらかじめご了承願います。

▪次回定例会について▪
11月29日（火） 開会の予定です。

《議会事務局》	 電話	049–251–2711　内線165・166
	 FＡＸ	049–255–9637
	 メールアドレス　gikai@city.fujimi.saitama.jp



	

加
藤　

清
（
公
明
党
）

①
「
市
民
と
共
に
水
害
対
策
の
強

化
」
の
推
進
に
つ
い
て

問　

市
民
が
で
き
る
浸
水
対
策
に

つ
い
て
。

答　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と

併
せ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
域

防
災
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を

行
い
、
更
な
る
周
知
を
図
る
。

②
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
つ
い

て問　

市
内
公
共
交
通
に
対
す
る
市

長
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

答　

市
内
公
共
交
通
環
境
の
変
化

か
ら
見
直
し
は
必
要
と
考
え
る
。

今
後
、
富
士
見
市
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
行
政
が
主
体
と
な
り
計
画

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

③
小
・
中
学
生
に
身
近
な
富
士
見

市
議
会
に
つ
い
て

問　

市
制
45
周
年
を
記
念
に
子
ど

も
議
会
の
開
催
を
。

答　

「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
は

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
問
題
や
市

へ
の
思
い
や
考
え
を
反
映
さ
せ
る

よ
い
機
会
。
今
後
、
会
議
の
実
施

時
期
や
方
法
な
ど
を
踏
ま
え
、
関

係
各
課
と
連
携
を
図
り
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
も
参
考
に
、
市
政
に

ど
う
反
映
す
る
か
も
含
め
研
究
し

て
い
く
。

選
挙
に
お
い
て
、
左
記
の
2
人
が

当
選
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。

□
議
席
番
号　

氏
名　

①
所
属
会

派　

②
所
属
常
任
委
員
会　

③
住

所　

④
電
話
番
号

	

根
岸　

操
（
市
民
の
絆
）

①
市
長
に
問
う

問　

鶴
瀬
駅
東
西
口
の
交
通
体
系

で
の
立
体
化
に
つ
い
て
。

答　

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は

立
体
化
し
分
離
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
市
長
と
し
て
積
極
的
に

東
武
鉄
道
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
。

答　

経
済
的
理
由
の
場
合
は
こ
れ

ま
で
も
補
助
制
度
に
よ
っ
て
負
担

の
軽
減
を
し
て
い
る
。
学
校
給
食

法
で
示
さ
れ
て
い
る
負
担
に
つ
い

て
、
自
治
体
が
負
担
す
る
こ
と
は

過
去
の
判
例
で
は
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
公
費
負
担
は

大
き
い
。
現
状
で
考
え
て
い
る
。

問　

総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
。

答　

既
存
の
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

②
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問　

公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
は
。

答　

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
で
あ
れ
ば

迷
惑
を
か
け
な
い
範
囲
で
可
能
と

し
て
い
る
。

問　

大
人
の
目
で
見
守
る
公
園
プ

レ
ー
リ
ー
ダ
ー
制
度
を
。

答　

先
進
事
例
を
参
考
に
実
施
で

き
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

③
墓
地
・
埋
葬
等
に
つ
い
て

問　

公
営
墓
地
の
設
置
は
。

答　

市
民
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
、
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
困
難
で
あ
る
。

新
議
員
の
紹
介

　

平
成
28
年
5
月
に
金
子
勝
議
員

と
吉
野
欽
三
議
員
が
辞
職
し
た
た

め
、
2
人
の
欠
員
が
生
じ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
さ
る
7
月
31
日

に
実
施
さ
れ
た
市
議
会
議
員
補
欠

加
藤	

久
美
子（
富
士
見
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

①
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、

市
民
の
願
い
の
実
現
に
つ
い
て

問　

生
活
が
困
難
な
若
者
へ
の
住

宅
確
保
の
支
援
、
対
応
に
つ
い
て
。

答　

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
者
72
名
に
対
応
。

問　

周
知
を
図
る
た
め
に
ポ
ス
タ

ー
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
活
用
の
考
え
は
。

答　

考
え
て
い
な
い
。

問　

子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
情
報
把
握
は
。

答　

団
体
が
水
谷
地
域
で
検
討
中
。

問　

今
後
の
情
報
公
開
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
の
予
定
は
。

答　

情
報
公
開
は
重
要
、
要
望
に

よ
り
地
域
で
の
懇
談
を
考
え
る
。

②
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
と

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
。

答　

自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
等

で
研
修
資
料
と
し
て
活
用
。
避
難

所
を
想
定
し
た
図
上
訓
練
な
ど
実

践
的
な
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
の
改
善
は
。

答　

工
事
完
了
後
、
改
善
予
定
。

③
さ
ら
に
満
足
度
の
高
い
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

問　

渋
谷
定
輔
文
庫
資
料
の
劣
化

防
止
と
活
用
を
図
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
化
の
検
討
を
。

答　

資
料
の
状
態
を
確
認
す
る
。

富
士
見
市
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

上
杉　

考
哉
（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

①
台
風
９
号
及
び
10
号
の
対
策
に

つ
い
て

問　

有
事
の
際
に
避
難
所
と
な
る

小
中
学
校
に
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
環
境
を

早
急
に
整
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

見
解
を
聞
き
た
い
。

答　

総
務
省
が
2020
年
ま
で
に
全
国

全
て
の
小
中
学
校
に
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ

環
境
を
導
入
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

問　

公
的
援
助
を
受
け
る
上
で
の

元
と
な
る
罹
災
証
明
書
発
行
の
迅

速
化
の
対
策
に
つ
い
て
。

答　

水
害
時
を
含
む
罹
災
証
明
書

発
行
の
役
割
分
担
を
再
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

防
災
行
政
無
線
が
届
か
な
い

人
の
為
で
も
あ
る
防
災
メ
ー
ル
の

配
信
は
、
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。
市
の
見
解
は
。

答　

交
通
情
報
の
案
内
以
降
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
含
め
配
信
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
今
後
の
反
省
と
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

問　

大
規
模
災
害
を
含
む
、
災
害

時
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
専
用
ア
プ
リ
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　

情
報
の
識
別
化
と
い
う
見
地

か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

人
が
孤
立
し
な
い
市
を
目
指
す

	

深
瀬　

優
子
（
公
明
党
）

①
市
長
政
策
方
針
「
富
士
見
市
型

の
地
域
包
括
ケ
ア
の
仕
組
」
に
つ

い
て

問　

現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
の
来
年
度
か
ら
の
導

入
や
、
今
年
度
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
た
。
今
後
は
医
療
と

介
護
の
連
携
、
自
立
し
た
生
活
に

向
け
て
の
介
護
予
防
活
動
の
推
進

等
の
た
め
に
関
係
機
関
と
の
検
討

を
継
続
的
に
行
う
。

②
在
宅
の
心
身
障
が
い
者
を
介
護

す
る
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　

障
が
い
者
支
援
計
画
に
明
記

す
べ
き
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

答　

来
年
度
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
を

整
理
し
、
新
た
な
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
い
る
。
医
療
ケ
ア
を
要

す
る
障
が
い
児
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
当
該
者
や
関
係
者
等
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
努
め
て
い
く
。

③
鶴
瀬
東
２
丁
目
付
近
の
東
武
東

上
線
線
路
下
を
人
が
往
来
で
き
る

よ
う
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問　

対
応
方
針
は
。

答　

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
空
間

が
不
足
し
て
い
て
水
害
時
に
も
危

険
で
あ
る
。
通
行
路
設
置
は
困
難
。

	

勝
山　

祥
（
草
の
根
）

①
ふ
じ
み
野
地
域
に
つ
い
て

問　

ふ
じ
み
野
地
域
の
課
題
は
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
醸

成
す
る
か
で
あ
る
。
ふ
じ
み
野
東

地
域
の
町
会
設
立
を
側
面
か
ら
支

援
す
る
。

問　

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
を
駐
車
場

な
ど
一
部
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ロ
ー
タ
リ
ー
面
積
が
狭
く
、

技
術
的
に
駐
車
場
設
置
は
困
難
。

②
台
風
被
害
に
つ
い
て

問　

災
害
発
生
時
、
救
出
活
動
等

で
市
民
が
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
は

市
民
活
動
保
険
適
用
に
な
る
の
か
。

答　

保
険
対
象
外
で
あ
る
。

問　

共
助
で
の
活
動
を
支
え
る
た

め
に
新
た
な
対
応
策
を
。

答　

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

多
数
の
浸
水
被
害
が
出
た
山

室
地
域
の
市
民
へ
丁
寧
な
対
応
を
。

答　

丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
時
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

適
正
に
活
用
さ
れ
た
か
。

答　

課
題
を
整
理
し
、
地
域
防
災

計
画
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

③
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

問　

雇
用
に
前
向
き
な
企
業
を
表

彰
し
て
は
ど
う
か
。

答　

同
様
の
事
業
を
県
で
行
っ
て

お
り
、
結
果
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

	

今
成　

優
太
（
草
の
根
）

①
本
市
で
実
施
し
て
い
る
介
護
職

員
初
任
者
研
修
に
つ
い
て

問　

通
常
の
約
10
分
の
１
の
費
用

で
資
格
を
取
れ
る
が
、
市
内
介
護

事
業
所
に
就
業
し
な
い
人
が
3
分

の
2
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
は

「
一
定
期
間
、
自
治
体
内
の
介
護

事
業
所
に
就
職
し
た
場
合
は
助
成

す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
制
度
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
状
ど
お
り
で
考
え
て
い
る
。

②
水
害
対
策
に
つ
い
て

問　

台
風
9
号
時
、
水
谷
小
学
校

が
避
難
所
と
な
っ
た
。
災
害
対
策

本
部
と
の
連
携
、
情
報
伝
達
な
ど

課
題
が
あ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

課
題
は
あ
っ
た
。
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

問　

貝
塚
地
区
、
下
の
谷
公
園
、

ひ
ば
り
台
の
広
場
が
深
く
大
き
な

池
と
な
っ
て
い
た
。
遊
水
池
で
あ

る
事
は
理
解
す
る
が
、
あ
と
20
セ

ン
チ
で
住
宅
地
に
流
れ
込
む
状
態

と
な
っ
て
い
た
。
対
策
を
。

答　

排
水
ポ
ン
プ
車
を
増
や
す
な

ど
を
考
え
て
い
く
。

問　

当
池
は
住
宅
地
ま
で
数
メ
ー

ト
ル
の
所
に
位
置
し
、
誤
っ
て
転

落
す
る
危
険
性
も
あ
る
。
非
常
時

は
物
理
的
な
閉
鎖
を
す
べ
き
で
は
。

答　

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

	

加
賀　

奈
々
恵
（
草
の
根
）

①
入
学
準
備
金
制
度
の
充
実
を

問　

2007
年
に
入
学
準
備
金
制
度
が

廃
止
さ
れ
た
議
論
の
経
過
は
。

答　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が
導
入
さ

れ
た
た
め
廃
止
。
よ
り
利
用
し
や

す
い
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
利
子
補

給
制
度
に
代
わ
っ
て
い
る
。
現
行

の
利
子
補
給
制
度
の
拡
充
を
検
討

し
て
い
る
。

問　

現
行
制
度
の
限
度
額
70
万
円

を
ど
の
程
度
拡
大
す
る
の
か
。

答　

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
前

向
き
に
検
討
す
る
。
来
年
度
の
予

算
増
額
も
検
討
。

②
早
期
に
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
試

験
運
転
を

問　

市
道
第
904
号
線
（
つ
る
せ
台

小
学
校
か
ら
上
沢
整
形
外
科
に
通

じ
る
道
）
開
通
後
循
環
バ
ス
の
路

線
変
更
は
。

答　

路
線
変
更
は
地
域
公
共
交
通

会
議
で
検
討
す
る
。

問　

特
に
高
齢
化
の
進
む
地
域
に

は
早
急
に
公
共
交
通
を
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
地
域
公
共
交
通
会

議
の
進
捗
状
況
は
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
分
析
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
活
か
す

た
め
に
も
早
急
に
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
試
験
運
転
を
。

答　

検
討
す
る
。

	

伊
勢
田　

幸
正
（
草
の
根
）

①
条
例
に
つ
い
て

問　

市
執
行
部
は
条
例
改
正
案
作

成
の
過
程
で
「
新
旧
対
照
表
」
を

作
成
し
て
い
る
が
、
現
在
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
難
解
な
「
改

め
文
」
方
式
の
正
式
な
議
案
し
か

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は

市
民
に
は
分
か
り
に
く
い
。
ぜ
ひ

対
照
表
も
公
開
し
て
は
。

答　

市
民
へ
の
わ
か
り
や
す
さ
を

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

ア
パ
ー
ト
な
ど
で
問
題
に
な

る
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
違
反
に
対

応
す
る
条
例
改
正
を
考
え
て
は
。

答　

先
日
、
策
定
し
た
美
化
推
進

	

八
子　

朋
弘
（
草
の
根
）

①
市
長
が
目
指
す
富
士
見
市
の
姿

に
つ
い
て

問　

基
本
は
前
市
長
の
継
承
と
い

う
こ
と
だ
が
、
「
子
供
に
ツ
ケ
を

ま
わ
さ
な
い
」
と
い
う
方
針
も
受

け
継
い
で
い
る
の
か
。

答　

受
け
継
い
で
い
る
。

問　

市
長
の
任
期
4
年
間
で
、
市

の
債
務
は
減
る
の
か
。

答　

極
力
減
ら
し
て
い
き
た
い
が
、

公
共
財
の
整
備
等
、
必
要
な
起
債

は
行
う
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は

増
え
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

行
革
は
ト
ッ
プ
が
姿
勢
を
示

す
事
も
大
切
。
前
市
長
の
給
与
3

計
画
に
基
づ
き
、
啓
発
に
努
め
て

い
く
こ
と
で
対
応
す
る
。

②
動
物
愛
護
に
つ
い
て

問　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
避
難
さ

れ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど

う
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答　

新
し
い
課
題
と
認
識
。
環
境

省
・
県
の
文
書
を
踏
ま
え
、
町
会

と
具
体
的
な
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
の
検
討
の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

問　

埼
玉
県
の
制
度
で
、
災
害
時

に
避
難
所
で
動
物
対
応
に
協
力
し

て
も
ら
う
「
災
害
時
動
物
救
護
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
」
が

あ
る
が
、
登
録
者
と
の
連
携
は
。

答　

ま
だ
連
携
が
で
き
て
い
な
い
。

割
カ
ッ
ト
は
継
続
し
な
い
の
か
。

答　

そ
う
い
う
考
え
は
取
ら
な
い
。

問　

学
力
向
上
に
は
、
自
ら
考
え

る
力
と
基
礎
学
力
が
必
要
。
家
庭

学
習
の
促
進
や
、
大
田
原
市
等
他

自
治
体
の
事
例
を
研
究
す
べ
き
。

答　

基
本
的
に
は
同
じ
考
え
。
県

の
学
力
テ
ス
ト
も
活
用
し
て
い
く
。

②
市
管
理
の
電
球
に
つ
い
て

問　

全
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
。

答　

全
施
設
を
基
本
と
し
て
い
る
。

③
水
害
対
策
に
つ
い
て

問　

台
風
9
号
で
溢
れ
た
唐
沢
堀

の
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

答　

三
芳
町
に
雨
水
対
策
を
お
願

い
す
る
他
、
対
策
を
考
え
た
い
。

議会だよりの表紙写真を募集しています。
下記の要領でご応募をお願いします。

◆カラー写真
◆被写体のテーマ
　『私が選んだ富士見市百景』
◆写真（２Ｌ版）か写真データ
◆受付は随時行っています。
＊応募写真、データは返却いたしません。
＊写真のタイトル・撮影日時・場所を明記
◇�採用の方には、富士見市の特産品を贈
呈します。

◆送付先　〒354-8511
　富士見市大字鶴馬1800番地１
　富士見市議会事務局　あて
　TEL��049-251-2711�

（内165・166）
　FAX�049-255-9637
　メールアドレス
　gikai@city.fujimi.saitama.jp

表紙写真を募集
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加
か

賀
が

　奈
な

々
な

恵
え

①草の根

②�建設環境常任�

委員会

③�鶴瀬東２丁目�

１６番２３号

　�レフィナード�

１０２

④080-4051-7711

� �
上
うえ

杉
すぎ

　考
たか

哉
や

①21・未来クラブ

②�文教福祉常任�

委員会

③�針ケ谷１丁目�

２番地１３

　�ベレーシース�

西原２０３

④090-1451-0827

とクリック。

議会映像をインターネットで配信中！

スマートフォン・タブレット・パソコンで閲覧できるようになりました。
議長の公務記録や政務活動費の領収書などの議会の情報も
ホームページで公開しています。
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議
案
第
74
号

平
成
28
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

（
賛
成
多
数
可
決
）

　

既
定
の
予
算
に
2
億
1600
万
7000
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
339
億

7249
万
7000
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
と
金
額
》

・�

公
立
保
育
所
、
み
ず
ほ
学
園
、

民
間
保
育
所
等
に
、
事
故
予
防

等
の
た
め
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
設

置
費
用
を
補
助
す
る
た
め
の
補

正
。
［
376
万
9000
円
］

・�

富
士
見
れ
ん
げ
こ
ど
も
園
（
大

字
水
子
地
内
）
の
施
設
増
築
工

事
に
対
し
て
補
助
を
行
う
た
め

の
補
正
。
よ
っ
て
、
定
員
90
人

か
ら
60
人
増
の
150
人
と
な
る
。

　

［
9348
万
2000
円
］

・�

平
成
28
年
10
月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
経
費
を
増
額
す
る
た

め
の
補
正
。
［
1378
万
9000
円
］

議
案
第
79
号

平
成
28
年
度
富
士
見
市
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
可
決
）

　

将
来
、
道
路
や
公
園
な
ど
と
し

て
整
備
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

用
地
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る
事

業
予
算
。

《
予
算
規
模
》　

［
3210
万
3000
円
］

議
案
第
89
号

富
士
見
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

に
つ
い
て　

（
全
会
一
致
可
決
）

　

富
士
見
市
土
地
開
発
公
社
に
よ

る
用
地
取
得
の
必
要
性
が
薄
れ
て

き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
解
散
す
る

も
の
。陳

情
審
査
報
告

《
総
務
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
９
号

富
士
見
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
の

検
証
・
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

	

（
不
採
択
）

陳
情
者　

富
士
見
市
み
ら
い
の
会

　

�

徳
田　

光
男

陳
情
第
10
号

採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
そ
の

後
の
処
理
状
況
の
ウ
ェ
ブ
公
表
を

求
め
る
陳
情　
　
　
　

（
採
択
）

陳
情
者　

富
士
見
市
み
ら
い
の
会

　
�

永
井　

由
紀
子

陳
情
第
11
号

各
種
団
体
か
ら
の
市
当
局
へ
の
要

望
書
・
市
の
回
答
等
の
ウ
ェ
ブ
公

開
を
求
め
る
陳
情　

（
不
採
択
）

陳
情
者　

富
士
見
市
み
ら
い
の
会

　

�

永
井　

由
紀
子

《
建
設
環
境
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
12
号

勝
瀬
原
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合

が
提
起
し
た
平
成
20
年
土
地
明
渡

等
請
求
訴
訟
へ
の
市
職
員
の
関
与

の
有
無
に
つ
い
て
調
査
を
求
め
る

陳
情　
　
　
　
　
　

（
不
採
択
）

陳
情
者　
　
　
　
　
　

増
田　

茂

意
見
書
・
決
議

	　

	

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お

け
る
福
祉
用
具
及
び
住
宅
改
修

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
向

け
て
、
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用

具
貸
与
等
の
給
付
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者

自
身
の
自
立
意
欲
を
高
め
、
介
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

仮
に
原
則
自
己
負
担
に
な
れ
ば
、

低
所
得
世
帯
等
弱
者
の
切
り
捨
て

や
、
サ
ー
ビ
ス
抑
制
に
よ
る
重
度

化
が
進
展
し
、
結
果
と
し
て
給
付

費
が
増
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
高
齢

者
の
自
立
、
介
護
の
重
度
化
防
止

な
ど
の
理
念
に
沿
っ
た
制
度
が
必

要
な
方
の
生
活
を
支
え
る
見
直
し

を
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先

�

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

　

	

地
方
議
会
議
員
の
選
挙
期
間
中
の

ビ
ラ
の
配
布
を
可
能
と
す
る
公
職

選
挙
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
未

だ
ビ
ラ
配
布
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

選
挙
期
間
中
に
政
策
を
伝
え
る

手
段
が
制
限
さ
れ
た
現
状
で
は
、

有
権
者
が
政
策
を
十
分
に
判
断
し

選
択
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
結
果

と
し
て
地
域
の
活
力
を
低
下
さ
せ

る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
公
職
選
挙
法
を
改
正
し
、
同

法
第
142
条
に
規
定
す
る
法
定
ビ
ラ

の
頒
布
を
地
方
議
会
議
員
選
挙
に

お
い
て
も
可
能
と
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣　

　

	

砂
川
堀
雨
水
幹
線
の
抜
本
的
な

治
水
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

台
風
9
号
の
大
雨
は
、
砂
川
堀

雨
水
幹
線
堤
防
の
越
水
等
、
周
辺

の
住
居
、
公
共
施
設
等
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
た
。

　

本
幹
線
の
流
域
で
あ
る
5
市
1

町
が
、
各
自
治
体
で
対
策
を
講
ず

る
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
河
道

整
備
・
調
整
機
能
の
拡
充
、
さ
ら

に
は
一
級
河
川
と
し
て
の
位
置
づ

け
等
も
含
め
た
抜
本
的
な
治
水
対

策
を
速
や
か
に
講
じ
て
い
た
だ
く

よ
う
知
事
に
対
し
要
望
す
る
。

提
出
先　
　

埼
玉
県
知
事　

　

	

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
に
お

け
る
テ
ロ
事
件
に
関
す
る
決
議

　

現
地
時
間
7
月
1
日
に
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
に
お

い
て
、
発
生
し
た
飲
食
店
襲
撃
テ

ロ
事
件
の
死
者
は
、
富
士
見
市
民

を
初
め
と
し
た
日
本
人
７
名
を
含

め
、
22
名
に
及
ん
だ
。

　

大
き
な
志
を
も
っ
て
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
た
方
々
の
無
念
を
思
う
と
痛
恨

の
極
み
で
あ
る
。

　

富
士
見
市
民
を
含
む
多
く
の
死

傷
者
が
出
た
こ
の
惨
事
に
対
し
、

市
民
を
代
表
し
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
並
び
に
そ
の
御
家
族
の
方�

々
に
対
し
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
負
傷
さ
れ
た
方�

々
に
対
し
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
。

　

残
虐
非
道
な
テ
ロ
行
為
は
、
と

う
と
い
人
命
を
奪
う
と
と
も
に
、

民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
り
、
世
界

平
和
を
脅
威
に
さ
ら
す
も
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
行
為
は
、
い
か
な
る

理
由
で
あ
れ
、
国
際
社
会
に
お
い

て
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
出

来
な
い
。

　

富
士
見
市
議
会
は
、
日
本
を
初

め
世
界
各
国
の
政
府
に
対
し
、
テ

ロ
の
根
絶
に
向
け
、
徹
底
し
た
取

り
組
み
と
真
の
世
界
平
和
の
実
現

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
決
議
す
る
。

　

	

富
士
見
市
災
害
見
舞
金
支
給
条

例
の
見
直
し
に
関
す
る
決
議

　

8
月
22
日
の
台
風
9
号
に
よ
る

短
時
間
の
記
録
的
豪
雨
は
、
埼
玉

県
西
部
地
域
を
中
心
に
多
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
で
下

流
域
に
あ
る
富
士
見
市
で
は
砂
川

堀
・
第
2
砂
川
堀
・
図
川
・
山
室

子どもたちと一緒に
泉谷　五十鈴

　熊笹の芽をスーっと抜いてピーピーと鳴

らすと「草なんかくわえていいの？」と問

いかけます。芝生に寝転がると「草の中っ

て、放射能多いんだよ」と心配するのです。

これは『福島の子どもたちと北海道で遊ぶ

プログラム』で見た子どもたちの姿です。

　原発事故から既に６回の夏が過ぎました。

除染が進められ故郷に帰れると喜ぶ人々の

一方、子どもたちの甲状腺がんや白血病・

心臓疾患などが増えているとニュースは伝

えています。外遊びの制限からくる体力や

気力の低下も心配と現地の先生方は言われ

ます。せめて夏休みだけでも、思い切り土

や水に触れて走り回り、畑の野菜にかぶり

付いてほしいとの願いから、六年続く夏の

プログラムです。短期間でも放射能から離

れて過ごすことで体内蓄積放射性物質の排

泄がみられ、外遊びで得られる心の解放が

全身の健康をもたらすとチェルノブイリの

医師たちは発表しています。

　ささやかな、私の夏の体験報告です。

公
明
党　
　
　
　
　
　

（
認
定
）

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
を
見
ま
す
と
、
歳
入
は

328
億
3396
万
993
円
。
歳
出
は
314
億
2652

万
4447
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
を
見
ま
す
と
第
5
次

基
本
構
想
中
期
基
本
計
画
推
進
の

も
と
、
子
育
て
支
援
や
介
護
、
福

祉
な
ど
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
で
は
自
主
財
源
の

確
保
や
庁
舎
事
務
所
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

今
後
も
「
魅
力
と
賑
わ
い
の
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
要

望
し
認
定
の
討
論
と
致
し
ま
す
。

市
民
の
絆　
　
　
　
　

（
認
定
）

　

決
算
内
容
は
、
歳
入
・
歳
出
と

も
昨
年
を
下
回
る
も
の
に
な
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
自
主
財
源
及
び

依
存
財
源
と
も
増
加
要
因
と
減
少

要
因
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

施
策
面
で
は
、
子
育
て
支
援
施

策
や
、
地
域
密
着
型
の
介
護
福
祉

施
策
な
ど
社
会
保
障
へ
の
取
り
組

み
を
評
価
す
る
。

　

大
型
商
業
施
設
が
で
き
、
税
収

を
含
め
雇
用
も
増
え
た
。
同
時
に

待
機
児
童
も
増
加
し
て
い
る
。
今

後
も
対
応
を
望
む
。
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
、
給
食
の
無
償
化

を
要
望
し
認
定
す
る
。

日
本
共
産
党　
　
　

（
不
認
定
）

　

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
「
貧

困
と
格
差
」
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
な
か
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
立
場
に
立
つ
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。
差
押
え
件
数
が
平
成
26
年

度
297
件
か
ら
平
成
27
年
度
421
件
に

大
幅
に
増
加
し
た
が
、
収
納
率
の

向
上
あ
り
き
で
は
な
く
、
市
民
の

困
り
ご
と
相
談
に
積
極
的
に
乗
る

行
政
で
あ
る
べ
き
。
一
般
会
計
10

億
円
の
黒
字
は
国
保
や
介
護
な
ど

の
市
民
負
担
軽
減
の
た
め
に
使
う

こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
今

こ
そ
暮
ら
し
を
支
え
福
祉
を
充
実

さ
せ
る
市
政
に
転
換
を
求
め
る
。

草
の
根　
　
　
　
　
　

（
認
定
）

　

昨
年
度
は
大
型
商
業
施
設
の
開

業
や
市
街
地
の
形
成
等
に
よ
り
、

市
税
収
入
が
伸
び
た
。
ま
た
、
収

納
率
や
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
も
伸

び
て
お
り
評
価
し
た
い
。
今
後
も

債
権
管
理
条
例
の
制
定
等
、
更
な

る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
頂

き
た
い
。
補
助
金
の
執
行
手
続
き

を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
は
被
交
付
団
体
の
活
動
が
委
縮

し
な
い
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。
実

質
収
支
比
率
が
適
正
比
率
を
若
干

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
年
度
途
中

の
減
額
補
正
等
、
限
り
あ
る
予
算

の
有
効
活
用
を
求
め
認
定
と
す
る
。

21
・
未
来
ク
ラ
ブ　
　

（
認
定
）

　

平
成
27
年
度
は
「
魅
力
と
賑
わ

い
の
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
標
と
し
た
予
算
が
執

行
さ
れ
た
か
を
審
議
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
収
納
率
対
策
や

自
主
財
源
確
保
等
の
対
策
を
評
価

す
る
。
歳
出
面
で
は
、
市
民
生
活

向
上
に
不
可
欠
な
施
策
に
関
し
、

し
っ
か
り
と
対
応
が
図
ら
れ
た
と

認
識
出
来
る
。

　

来
年
度
以
降
も
「
誰
も
が
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
選
ば
れ

る
ま
ち
富
士
見
市
」
を
目
指
し
効

果
的
な
予
算
編
成
を
要
望
し
、
認

定
と
す
る
。

富
士
見
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
認
定
）

　

歳
入
は
、
大
型
商
業
施
設
の
税

収
増
。
地
方
消
費
税
交
付
金
や
、

個
人
市
民
税
の
伸
び
が
あ
っ
た
。

　

歳
出
で
は
、
病
児
保
育
の
開
始
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
や
改

修
な
ど
、
ピ
ア
ザ
ふ
じ
み
の
児
童

館
開
設
、
食
育
推
進
室
の
関
係
機

関
と
の
更
な
る
連
携
を
要
望
す
る
。

　

「
地
方
創
生
」
で
は
市
民
と
市

の
将
来
像
を
検
討
し
貴
重
な
成
果

を
得
た
。
市
内
公
共
交
通
会
議
の

進
捗
状
況
や
、
キ
ラ
リ
ふ
じ
み
へ

の
支
援
は
評
価
す
る
が
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
売
は
慎
重

な
判
断
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計

他
７
会
計
の
決
算
は
、
議
員

全
員
で
構
成
さ
れ
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
根
岸
委
員

長
・
伊
勢
田
副
委
員
長
）
に

付
託
し
、
総
務
、
文
教
福
祉
、

建
設
環
境
の
３
分
科
会
に
お

い
て
審
査
の
の
ち
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
採
決
し
ま

し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
に
は
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長

が
委
員
会
審
査
報
告
を
行
っ

た
後
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
定
め
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
各
会
派
が
執
筆

し
た
原
稿
を
掲
載
し
ま
し
た
。

決算議案に対する各会派の討論

排
水
路
・
唐
沢
堀
・
南
畑
排
水
路

の
冠
水
に
よ
っ
て
、
床
上
浸
水
23

件
・
床
下
浸
水
72
件
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

被
災
住
民
の
声
は
、
「
床
上
浸

水
し
た
た
め
に
畳
が
ダ
メ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
工
事
費
用
が
か
か

っ
て
し
ま
う
」
、
「
水
害
に
よ
る

工
事
費
の
負
担
が
大
き
く
、
年
金

生
活
者
に
と
っ
て
は
大
き
い
打
撃

で
す
」
な
ど
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

富
士
見
市
災
害
見
舞
金
支
給
条

例
は
、
「
住
居
の
床
上
浸
水
」
の

場
合
２
万
円
の
見
舞
金
で
あ
り
、

「
床
下
浸
水
」
は
規
定
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、

単
身
世
帯
が
増
え
て
い
る
状
況
で

単
身
世
帯
の
場
合
は
2
分
の
1
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

昭
和
44
年
10
月
に
施
行
さ
れ
、
そ

れ
以
降
、
平
成
2
年
に
見
直
し
が

あ
り
ま
し
た
。
予
想
し
な
か
っ
た

自
然
災
害
を
受
け
た
市
民
に
対
す

る
見
舞
金
と
し
て
は
、
今
日
の
経

済
状
況
を
鑑
み
る
と
災
害
見
舞
金

は
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

近
隣
の
状
況
を
踏
ま
え
「
住
居

の
床
上
浸
水
見
舞
金
」
の
引
き
上

げ
と
「
床
下
浸
水
」
を
含
め
た
見

直
し
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
8
月
22
日
以
後
に
発
生
し
た

災
害
に
適
用
し
、
必
要
な
予
算
措

置
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
決
議
す
る
。

　

新
市
長
就
任
後
初
め
て
の
議
会
と

な
る
9
月
定
例
議
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
新
市
長
に
対
し
て
は
政
策
方
針

や
市
政
等
に
対
す
る
諸
見
解
を
問
い

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
の
決

算
審
議
で
は
、
各
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
市
民
が
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
8
月
の

台
風
9
号
の
被
害
に
つ
い
て
も
、
水

害
の
原
因
や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

９
月
定
例
会　

議
案
審
議
報
告


